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は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
、
幅
広
い

業
種
に
及
ん
で
い
る
。
地
震
と
津
波
の
被
害

が
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
東
北
の
太
平
洋
沿

岸
は
も
と
も
と
農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
地
域

だ
。
水
産
業
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
主
要
な

漁
港
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。
加
え
て
、

港
に
係
留
中
の
数
多
く
の
船
が
流
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
港
に
付
随
す
る
市
場
、
冷
凍
・

冷
蔵
関
係
の
施
設
、
加
工
場
な
ど
が
破
壊
さ

れ
、
そ
こ
に
働
く
人
た
ち
の
雇
用
も
奪
わ
れ

た
。
も
の
づ
く
り
産
業
で
は
、
生
産
拠
点
の

全
半
壊
だ
け
で
な
く
、
機
械
設
備
の
損
害
も

幅
広
く
、
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
企

業
も
多
い
。
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
・
提

供
す
る
業
界
は
、
店
舗
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

消
費
の
低
迷
も
企
業
業
績
の
悪
化
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
る
。

　

一
方
、
今
回
の
震
災
で
は
、
多
く
の
業
界

に
被
害
が
及
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
業
種
別
団

体
が
い
ち
早
く
、
被
災
地
支
援
や
産
業
復
興

の
取
り
組
み
に
着
手
し
た
。
こ
う
し
た
緊
急

事
態
に
対
す
る
業
界
単
位
で
の
取
り
組
み
は
、

業
種
別
団
体
の
結
束
力
の
強
さ
と
有
効
性
を

改
め
て
証
明
し
た
と
も
言
え
る
。

　

震
災
後
、
各
業
界
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
の

か
。
七
つ
の
業
界
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

　
各
業
界
で
の
震
災
に
起
因
す
る
被

害
状
況

　

津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
や
北
関
東
を
中

心
と
す
る
太
平
洋
沿
岸
部
の
港
湾
、
漁
港
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
前
号
で
紹
介
し
た

と
お
り
、
港
湾
で
は
仙
台
塩
釜
港
、
小
名
浜

港
、
宮
古
港
な
ど
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。

ま
た
、
水
産
業
の
被
害
も
過
去
に
類
例
の
な

い
莫
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省
の

五
月
一
三
日
時
点
で
の
発
表
に
よ
る
と
、
水

産
関
係
の
被
害
額
は
、
①
漁
船
二
万
七
一
八

隻
＝
一
三
八
四
億
円
（
石
巻
、
気
仙
沼
、
南

三
陸
の
順
で
被
害
大
）
②
漁
港
施
設
三
一
九

漁
港
＝
六
四
四
二
億
円
③
養
殖
施
設
＝

四
五
五
億
円
④
養
殖
物
＝
五
四
五
億
円
⑤
市

場
・
加
工
施
設
等
共
同
利
用
施
設
（
処
理
場
、

荷
捌
き
施
設
等
）
＝
一
二
六
億
円
―
―
で
、

総
額
は
八
九
五
二
億
円
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

　

水
産
業
に
か
か
わ
る
代
表
的
な
団
体
・
企

業
な
ど
で
構
成
す
る
大
日
本
水
産
会
（
白
須

敏
朗
会
長
・
約
四
〇
〇
団
体
・
企
業
）
に
よ

る
と
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
、
宮
城
、

福
島
と
青
森
を
含
む
東
北
四
県
の
漁
業
生
産

東日本大震災による産業・雇用への影響
第２特集

――ヒアリング調査、事例取材、モニター調査から――

震
災
後
、
業
種
別
団
体
は
ど
う
動
い
た
か

―
―
７
団
体
へ
の
緊
急
ヒ
ア
リ
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グ
調
査

（
調
査
・
解
析
部
）
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量
の
全
国
シ
ェ
ア
は
、水
揚
げ
（
海
面
産
業
）

で
約
一
五
％
、
養
殖
（
海
面
養
殖
業
）
で
約

二
二
％
を
占
め
る
。
魚
種
に
よ
っ
て
は
、
際

立
っ
て
高
い
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い
る
種
類
も

あ
り
、
例
え
ば
イ
ワ
シ
や
殻
付
き
カ
キ
は
三

割
、
イ
カ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
、
ア
ワ
ビ
は
四
割
、

サ
メ
（
フ
カ
ヒ
レ
）
は
五
割
、
養
殖
わ
か
め

に
至
っ
て
は
八
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
マ
グ

ロ
や
カ
ツ
オ
で
も
全
国
有
数
の
水
揚
げ
場
だ
。

　

現
在
は
宴
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
で
あ
ま

り
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
供
給
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。
と
く
に
フ
カ
ヒ

レ
は
、
気
仙
沼
に
そ
の
加
工
技
術
が
ほ
ぼ
独

占
さ
れ
て
い
た
た
め
、
品
薄
と
な
る
可
能
性

が
高
い
。
サ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、
被
害
を
受

け
ず
稼
働
で
き
る
漁
船
が
震
災
前
の
三
分
の

一
し
か
な
い
。

　

働
く
人
た
ち
へ
の
被
害
も
大
き

い
。
漁
業
に
お
け
る
就
業
者
数
は
全
国
で

二
一
万
二
〇
〇
〇
人
。
こ
の
う
ち
、
さ
き
の

四
県
全
体
で
の
就
業
者
数
は
約
二
～
三
万
人

だ
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
漁
に
出

ら
れ
ず
、
就
業
機
会
も
失
わ
れ
た
状
況
に
あ

る
。

　

漁
業
が
再
開
で
き
な
い
と
、
関
連
す
る
水

産
加
工
業
や
、
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
業
で
の
雇

用
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が
る
。
宮
城
県
に
は

水
産
加
工
業
で
一
万
四
〇
〇
〇
人
、
冷
凍
・

冷
蔵
施
設
業
で
一
万
一
〇
〇
〇
人
の
就
業
者

が
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
関
連
す
る
観

光
業
、
商
業
施
設
な
ど
の
雇
用
へ
の
打
撃
も

軽
視
で
き
な
い
」
と
同
会
の
白
須
敏
朗
会
長

は
語
る
。

　
■
い
ま
も
一
部
の
製
油
所
が
稼
働
停
止

　

や
は
り
津
波
で
被
害
を
受
け
た
の
は
、
出

荷
の
関
係
か
ら
海
に
面
す
る
場
所
に
製
油

所
・
油
槽
所
が
立
地
す
る
石
油
業
。
石
油
連

盟
（
天
坊
昭
彦
会
長
・
一
四
社
）
に
よ
れ
ば
、

地
震
直
後
の
一
二
日
時
点
で
全
国
六
カ
所
の

製
油
所
が
稼
働
停
止
に
陥
り
、
一
五
カ
所
以

上
の
油
槽
所
が
出
荷
停
止
と
な
っ
た
。

　

被
災
後
約
一
カ
月
が
経
過
し
た
四
月
中
旬

時
点
（
四
月
一
八
日
）
で
は
、
仙
台
、
鹿
島
、

千
葉
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
一
製
油
所
が
稼
働
停

止
で
、
釜
石
、
気
仙
沼
の
そ
れ
ぞ
れ
一
油
槽

所
が
、
出
荷
が
不
可
能
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
鹿
島
の
製
油
所
は
六
月
初
旬

に
生
産
が
再
開
し
た
。

　
■
二
社
が
メ
イ
ン
工
場
で
被
災

　

製
紙
業
界
の
紙
・
パ
ル
プ
工
場
も
、
津
波

の
直
撃
を
受
け
た
。
日
本
製
紙
連
合
会
（
篠

田
和
久
会
長
・
四
一
団
体
・
企
業
）
に
よ
れ

ば
、
青
森
県
八
戸
市
と
宮
城
県
石
巻
市
に
あ

る
紙
・
パ
ル
プ
工
場
が
津
波
に
よ
る
被
害
を

受
け
、
操
業
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
工
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

と
っ
て
メ
イ
ン
と
な
る
生
産
拠
点
で
あ
り
、

生
産
規
模
も
大
き
い
。
紙
・
パ
ル
プ
工
場
の

多
く
で
は
、
紙
パ
ル
プ
を
生
産
す
る
マ
シ
ン

は
建
屋
の
二
階
に
あ
り
、
一
階
は
モ
ー
タ
ー

等
の
動
力
部
門
に
な
っ
て
い
る
。

　

八
戸
工
場
、
石
巻
工
場
と
も
に
二
階
は

津
波
に
よ
る
被
害
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、

モ
ー
タ
ー
等
が
あ
る
一
階
は
被
害
を
受
け
た
。

　

八
戸
工
場
は
復
旧
作
業
が
進
み
、
五
月
末

に
は
一
部
操
業
を
再
開
し
て
い
る
が
、
石
巻

工
場
は
九
月
末
に
一
部
操
業
を
再
開
さ
せ
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
■
仙
台
で
は
六
〇
％
以
上
の
落
ち
込
み

　

販
売
の
現
場
は
、
震
災
に
加
え
、
そ
の
後

の
計
画
停
電
の
影
響
も
大
き
く
の
し
か
か
っ

た
。
日
本
百
貨
店
協
会
（
鈴
木
弘
治
会
長
・

八
七
社
二
五
七
店
舗
）
に
よ
る
と
、
会
員
企

業
の
な
か
で
、
被
災
地
域
で
営
業
活
動
を
し

て
い
た
の
は
一
六
企
業
の
二
〇
店
舗
。
そ
の

う
ち
、
一
一
企
業
一
一
店
舗
が
物
的
被
害
を

受
け
た
。
二
企
業
二
店
舗
で
は
、
安
否
不
明

の
従
業
員
が
三
人
を
数
え
る
。

　

青
森
に
本
社
が
あ
る
百
貨
店
（
従
業
員
約

二
〇
〇
人
）
で
は
、
地
震
発
生
の
翌
一
二
日

に
盛
岡
店
で
地
震
に
よ
る
ガ
ス
爆
発
事
故
が

発
生
し
、
現
場
検
証
の
長
期
化
で
臨
時
休
業

を
強
い
ら
れ
、
そ
の
後
倒
産
す
る
と
い
う
不

運
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
以
外

で
店
舗
閉
鎖
は
起
き
て
い
な
い
。

　

建
物
へ
の
被
害
は
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
ラ

が
寸
断
さ
れ
た
り
、
商
品
が
散
乱
す
る
な
ど

の
混
乱
の
な
か
、
す
ぐ
に
営
業
を
再
開
で
き

た
店
舗
で
は
、
在
庫
を
屋
外
に
出
し
て
販
売

す
る
「
軒
下
販
売
」
を
、
地
震
発
生
か
ら
二

～
三
日
後
に
開
始
し
た
。
と
は
い
え
、
や
は

り
震
災
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
る
販
売
減
は

避
け
ら
れ
ず
、
東
北
地
方
の
三
月
の
百
貨
店

売
り
上
げ
は
、
一
店
舗
を
除
く
全
店
舗
で
対

前
年
を
下
回
り
、
対
前
年
同
月
で
マ
イ
ナ
ス

三
三
・
三
％
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
と
く

に
仙
台
地
区
で
の
落
ち
込
み
は
著
し
く
、
マ

イ
ナ
ス
六
一
・
一
％
と
際
だ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
計
画
停
電
に
よ
る
営
業
時
間

短
縮
な
ど
の
二
次
的
被
害
の
方
が
は
る
か
に

大
き
か
っ
た
。
Ｐ
О
Ｓ
（
販
売
時
点
管
理
）

シ
ス
テ
ム
の
通
電
や
設
備
の
安
全
確
認
な
ど

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
停
電
が
行
わ

れ
る
と
そ
の
前
後
一
～
二
時
間
は
閉
店
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
結
果
的
に
、
そ
の
日
の
営
業

を
断
念
し
た
店
舗
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
結
果
、
三
月
の
百
貨
店
売
上
高
は
、

関
東
地
方
で
マ
イ
ナ
ス
二
一
・
五
％
（
約

一
〇
三
一
億
円
）、
全
国
で
も
マ
イ
ナ
ス

一
四
・
七
％
（
約
四
六
二
四
億
円
）
と
、
い

ず
れ
も
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
幅

な
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
原
発
事
故
に
と
も
な
う
放
射

能
の
風
評
被
害
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客

壊滅的な被害を受けた女川漁港（宮城県）

操業停止が続く日本製紙石巻工場
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の
来
日
回
避
も
、
百
貨
店
売
上
高
の
全
国

的
な
落
ち
込
み
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
。
三
月
の
外
国
人
観
光
客
の
来
店
・
売
上

高
動
向
を
み
る
と
、
購
買
客
数
が
対
前
年
比

四
四
・
二
％
、
売
上
高
は
同
五
二
・
二
％
ま
で

急
落
。
震
災
前
に
観
光
客
の
圧
倒
的
多
数
を

占
め
て
い
た
中
国
、
韓
国
、
香
港
か
ら
の
観

光
客
に
戻
る
気
配
が
な
く
、「
こ
の
ま
ま
で

い
け
ば
年
間
四
〇
〇
億
円
市
場
が
半
分
以
下

に
落
ち
込
む
可
能
性
が
あ
る
」（
小
豆
澤
幸

照
・
常
務
理
事
）
と
い
う
。

　
■
二
鉄
道
は
現
在
も
運
休
中

　

仙
台
空
港
を
津
波
が
襲
う
衝
撃
的
な

ニ
ュ
ー
ス
映
像
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
日
本

民
営
鉄
道
協
会
（
石
渡
恒
夫
会
長
・
七
二

社
）
に
よ
れ
ば
、
会
員
企
業
の
う
ち
仙
台
空

港
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
担
う
仙
台
空
港
鉄
道

と
、
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
（
茨
城
県
）
が

と
く
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
い
う
。

　

両
鉄
道
と
も
現
在
は
運
休
中
で
、
早
期
の

復
旧
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

三
月
一
四
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
計
画
停
電

で
は
、
多
く
の
路
線
で
電
車
が
運
休
し
た
り
、

運
行
本
数
の
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
鉄

道
事
業
で
は
、
路
線
が
広
域
に
及
ぶ
と
い
う

特
性
も
あ
り
、
停
電
が
行
わ
れ
た
の
が
一
部

の
地
域
で
あ
っ
て
も
、
路
線
全
体
を
運
休
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
協
会
で
は
、
計
画
停
電
実
施
後
、

民
主
党
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
経

団
連
な
ど
に
電
力
の
安
定
供
給
を
要
請
し
た
。

現
在
は
比
較
的
安
定
的
に
運
行
を
維
持
し
て

い
る
。
関
東
の
大
手
九
社
で
は
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
間
帯
は
ほ
ぼ
平
常
運
行
。
一
方
、
日

中
は
、平
常
時
の
お
お
む
ね
八
割
程
度
の「
節

電
ダ
イ
ヤ
」
で
運
行
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
影
響
も
あ
り
、
関
東
九
社
の
三

月
分
の
輸
送
人
員
数
を
み
る
と
、
前
年
同

月
比
九
・
七
％
と
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
、
と
く

に
定
期
外
輸
送
客
数
の
落
ち
込
み
が
目
立

つ
（
一
九
・
二
％
減
）。
四
月
の
速
報
値
で
は
、

い
ま
だ
前
年
同
月
か
ら
三
～
七
％
程
度
落
ち

込
ん
で
お
り
、
震
災
前
の
レ
ベ
ル
に
は
戻
り

き
っ
て
い
な
い
。

　

同
じ
輸
送
業
界
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
状

況
は
ど
う
か
。
都
道
府
県
ご
と
に
組
織
さ
れ

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
中
央
団
体
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
中
西
英
一
郎
会
長

に
話
を
聞
く
と
、
東
北
三
県
（
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
）
の
被
害
状
況
（
六
月
二

日
時
点
）
は
、
会
員
企
業
で
の
死
亡
者
が

一
六
九
人
で
、
車
両
被
害
が
五
一
三
五
台
と

な
っ
て
い
る
。

　
業
界
と
し
て
の
被
災
地
に
対
す
る

支
援
活
動

　

い
く
つ
か
の
業
界
で
は
、
取
り
扱
う
製
品

や
業
態
の
特
性
な
ど
か
ら
、
業
界
を
あ
げ
て

震
災
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
地
の
支
援
に
協

力
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

石
油
連
盟
で
は
、
首
相
官
邸
か
ら
の
直
接

の
要
請
も
受
け
な
が
ら
、
震
災
発
生
後
す
ぐ
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
の
供
給
に
乗
り
出
し

た
。
震
災
発
生
翌
日
の
三
月
一
二
日
、
会
員

各
社
に
被
災
地
へ
の
石
油
製
品
の
供
給
確
保

を
要
請
。
首
相
官
邸
か
ら
の
燃
料
供
給
の
個

別
要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
二
四
時
間
体
制

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
石
油
連
盟
事

務
所
内
に
設
置
し
た
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
は
、
三
月
末

ま
で
に
約
一
四
〇
〇
件
の
政
府
要
請
に
対
応
。

主
な
対
応
例
に
は
、
緊
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用

の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
福
島
空
港
へ
の
ピ
ス
ト

ン
輸
送
、
原
子
力
発
電
所
の
冷
却
装
置
や
事

故
対
応
に
か
か
る
車
両
用
の
燃
料
の
ド
ラ
ム

缶
輸
送
、
原
発
周
辺
の
住
民
避
難
用
の
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
の
運
搬
な
ど
が
あ
る
。

　

防
衛
省
緊
急
調
達
と
し
て
の
燃
料
の
自
衛

隊
基
地
へ
の
配
送
で
は
、
多
賀
城
駐
屯
地
や

松
島
基
地
な
ど
へ
灯
油
・
軽
油
の
ド
ラ
ム
缶

四
〇
〇
〇
本
を
三
月
二
七
日
ま
で
に
運
ん

だ
と
い
う
。
ガ
ソ
リ
ン
も
ド
ラ
ム
缶
で
計

一
〇
八
〇
本
を
三
月
三
一
日
ま
で
に
配
送
し

た
。

　

石
油
連
盟
で
は
、
業
界
と
し
て
の
無
償
支

援
も
行
っ
た
。
ド
ラ
ム
缶
一
九
五
〇
本
分
の

灯
油
・
軽
油
を
岩
手
、
宮
城
、
茨
城
の
三
県

に
送
っ
た
。

　
■
食
料
一
九
〇
〇
万
食
を
輸
送

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、「
東
日
本

大
震
災
災
害
対
策
中
央
本
部
」
を
地
震
発
生

当
日
の
一
一
日
の
う
ち
に
立
ち
上
げ
、
四
月

二
〇
日
ま
で
は
職
員
が
本
部
に
泊
ま
り
込
ん

で
官
邸
や
国
土
交
通
省
か
ら
の
物
資
輸
送
の

要
請
に
対
応
し
た
。

　

緊
急
物
資
を
被
災
地
へ
輸
送
す
る
た
め
に

同
協
会
が
首
相
官
邸
と
国
土
交
通
省
を
通
じ

て
手
配
し
た
車
両
台
数
は
、
五
月
二
七
日
現

在
で
一
九
二
五
台
に
達
す
る
。
こ
れ
と
は
別

に
、
地
方
自
治
体
が
各
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

支
部
を
通
じ
て
手
配
し
た
台
数
も
六
一
〇
一

台
あ
る
。

　

協
会
に
よ
れ
ば
、
宮
城
、
福
島
、
岩

手
、
茨
城
の
各
県
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
地
域

を
含
め
、
パ
ン
、
お
に
ぎ
り
な
ど
食
料
品

一
九
〇
〇
万
食
、
飲
料
水
四
六
〇
万
本
、
毛

布
な
ど
四
六
万
枚
を
運
ん
だ
と
い
う
。
さ

ら
に
発
電
機
（
五
六
〇
台
）、
ス
ト
ー
ブ

（
二
五
一
〇
台
）、
ト
イ
レ
（
五
二
九
七
台
）

の
ほ
か
、
棺
も
運
送
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
周
辺
の
避
難
対
象
地
域
の

住
民
が
避
難
す
る
際
の
引
越
荷
物
の
輸
送
で

ドラム缶を運搬するトラック（石油連盟提供）
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は
、
各
市
町
村
が
集
約
し
引
越
を
進
め
て
い

る
が
、
協
会
と
し
て
は
全
面
的
に
協
力
す
る

と
同
時
に
、
地
元
福
島
県
の
事
業
者
を
優
先

的
に
使
う
よ
う
要
望
を
出
し
た
。

　
業
界
団
体
に
よ
る
産
業
の
復
旧
支

援
　

会
員
企
業
の
事
業
所
に
対
す
る
直
接
の
被

害
、
取
引
先
の
被
害
、
需
要
・
受
注
の
減
退

な
ど
、
各
産
業
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
に

対
し
、
業
界
を
あ
げ
て
ど
う
立
ち
向
か
っ
た

の
か
。

　

旋
盤
や
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
な
ど
の
工
作

機
械
を
製
造
す
る
企
業
で
構
成
す
る
日
本
工

作
機
械
工
業
会
（
横
山
元
彦
会
長
・
九
一
社
）

で
は
、
会
員
企
業
の
生
産
拠
点
が
関
東
、
中

部
、
近
畿
地
方
に
多
く
存
在
し
て
お
り
、
東

北
地
方
に
生
産
拠
点
を
置
く
企
業
が
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
界
全
体
と
し
て
み
た

直
接
の
被
害
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

機
械
を
納
め
て
い
る
顧
客
に
は
山
形
県
や
秋

田
県
の
取
引
先
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
顧
客
企

業
の
工
場
で
は
地
震
に
よ
っ
て
工
作
機
械
の

位
置
に
ず
れ
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
会
員
企

業
で
は
、
震
災
発
生
直
後
か
ら
、
車
に
「
レ

ベ
ル
出
し
」
の
た
め
の
機
材
や
支
援
物
資
を

積
み
込
み
、
顧
客
企
業
を
さ
っ
そ
く
巡
回
し

た
。

　

余
震
が
あ
る
と
、
ま
た
機
械
の
位
置
が
ず

れ
、
レ
ベ
ル
調
整
の
や
り
直
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
五
月
の
連
休
ま
で
に

は
お
お
む
ね
顧
客
を
一
巡
し
終
え
た
。

　

石
油
連
盟
で
は
、
出
荷
す
る
こ
と
が
可
能

な
油
槽
所
を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
し
、

供
給
能
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

四
月
一
八
日
時
点
で
は
す
で
に
復
旧
し
て
い

た
塩
釜
油
槽
所
（
二
カ
所
）
に
つ
い
て
、
会

員
企
業
で
共
同
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
燃
料
を
被
災
地
に
陸
路
で
運
ぶ
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
会
員
企

業
が
協
力
し
て
、
運
輸
会
社
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
約
三
〇
〇
台
を
西
日
本
か
ら
東
北
地

域
に
派
遣
し
た
。

■
独
自
の
被
ば
く
防
止
講
習

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
は
、
業
務
上
、
原
子
力

発
電
所
の
制
限
区
域
へ
の
運
送
業
務
も
発
生

す
る
。
被
ば
く
防
止
対
策
は
最
重
要
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
放
射
能
取
扱
主
任
者
の
資
格
を
持
つ
協

会
の
輸
送
事
業
部
長
を
講
師
と
し
、
放
射
線

管
理
に
つ
い
て
の
基
本
的
知
識
を
労
働
者
へ

付
与
す
る
た
め
の
独
自
の
講
習
会
を
五
月
上

旬
か
ら
全
国
で
開
催
し
て
い
る
。

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
な
ど
も
配
布
し
、

対
策
に
余
念
が
な
い
。
協
会
で
は
、
運
搬
に

従
事
す
る
者
が
通
常
乗
車
す
る
場
所
で
の
放

射
線
の
最
大
線
量
当
量
率
（
一
時
間
あ
た
り

二
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
）
と
個
人

の
最
大
被
ば
く
線
量(

一
年
間
あ
た
り
一
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下)

を
基
準
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
決
め
、
国
土
交
通
省
に
も
そ
の

方
針
を
伝
え
て
い
る
。

　

福
島
県
飯
舘
村
や
川
俣
町
で
は
、
独
自
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
、
地
面
や
大

気
中
の
放
射
能
量
と
放
射
線
量
を
測
定
し
た
。

一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
マ
ス
ク
を
装
着
す

れ
ば
人
体
に
直
ち
に
影
響
の
な
い
水
準
だ
っ

た
と
い
う
。
協
会
で
は
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
が

被
災
地
域
に
入
る
こ
と
を
恐
れ
、
物
流
が
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
も
こ
う
し
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
情
報
開
示
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
の
要
請
に
よ
り
制
限
区
域
内

で
物
資
の
輸
送
を
行
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
基
準
と
し
て
い
る
数
値
を
超

え
た
場
合
に
は
、
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
被

ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
よ
う
伝
え

て
い
る
。

■
漁
業
者
の
仕
事
創
出
は
評
価

　

漁
港
の
復
旧
見
通
し
に
つ
い
て
、
宮
城
県

は
、
修
復
費
用
に
つ
い
て
査
定
す
る
だ
け
で

年
内
い
っ
ぱ
い
か
か
る
と
し
て
い
る
。
水
揚

げ
の
多
か
っ
た
漁
港
に
絞
っ
て
工
事
を
急
ぐ

に
し
て
も
、
突
貫
工
事
で
半
年
、
本
格
的
な

工
事
な
ら
約
一
～
二
年
か
か
る
見
込
み
だ
。

養
殖
は
、
種
苗
付
け
か
ら
ま
た
始
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
わ
か
め
で
も
三
年
、

カ
キ
や
あ
わ
び
だ
と
五
～
一
〇
年
か
か
る
。

そ
の
間
は
無
収
入
に
な
る
こ
と
か
ら
、
生
活

維
持
の
支
援
は
不
可
欠
だ
。

　

大
日
本
水
産
会
で
は
、
政
府
の
第
一
次
補

正
予
算
で
、
漁
協
に
よ
る
漁
船
の
購
入
及
び

組
合
員
へ
の
貸
し
出
し
に
対
す
る
助
成
や
、

個
人
購
入
の
場
合
の
国
・
県
に
よ
る
三
分
の

二
の
助
成
、
ま
た
養
殖
施
設
を
個
人
で
建
設

す
る
場
合
の
一
〇
分
の
九
の
助
成
措
置
が
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

　

同
会
は
、
漁
業
者
の
企
業
化
や
、
漁
業
権

開
放
の
構
造
改
革
特
区
構
想
に
は
慎
重
な
立

場
だ
。
漁
業
者
の
理
解
を
第
一
に
、
企
業
に

よ
る
漁
業
者
へ
の
資
本
注
入
や
、
漁
協
の
組

合
員
を
雇
用
す
る
形
で
の
企
業
参
入
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
と
話
す
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で
、
漁
業

者
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
海
底
の
瓦
礫
撤
去

作
業
を
行
う
場
合
に
日
当
一
万
二
一
〇
〇
円
、

漁
船
を
提
供
す
る
場
合
二
万
一
〇
〇
〇
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
地
元
の
復

旧
に
貢
献
し
な
が
ら
当
面
の
生
活
費
用
も
稼

げ
る
仕
事
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
電
力
需
給
に
対
す
る
取
り
組
み

　

夏
に
向
け
、
業
界
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
電

力
需
要
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
自
家
発

電
機
能
を
工
場
に
備
え
る
業
界
で
は
、
電
力

会
社
へ
の
電
気
供
給
と
い
う
協
力
も
可
能
に

な
っ
て
い
る
。

　

紙
・
パ
ル
プ
工
場
で
は
、
熱
を
発
生
さ
せ

る
ボ
イ
ラ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
家

発
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
製
紙
連
合
会
で
は
、「
予
備
の
ボ
イ

ラ
を
動
か
す
こ
と
で
、
売
電
す
る
こ
と
も
で

き
る
」
と
話
す
。
実
際
、
一
部
の
企
業
で
は

す
で
に
電
力
会
社
と
売
電
に
関
す
る
検
討
に

入
っ
て
い
る
。

　

石
油
業
界
の
製
油
所
も
、
自
家
発
電
を
備
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え
、
製
油
所
で
使
用
す
る
電
力
の
多
く
を
ま

か
な
え
る
が
、
各
社
は
製
油
所
・
油
槽
所
部

門
や
オ
フ
ィ
ス
部
門
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
自
家
発
に
よ
る
売
電

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
■
百
貨
店
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

　

日
本
百
貨
店
協
会
で
は
、
夏
場
の
電
力
不

足
に
向
け
、
対
策
部
会
を
設
置
。
東
電
管
内

の
会
員
企
業
各
社
が
、
輪
番
休
業
を
せ
ず
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
節
電
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
ど

れ
く
ら
い
電
力
消
費
を
削
減
で
き
そ
う
か
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
会
員
の
各
百
貨
店
と
も
一
三

～
二
五
％
の
削
減
率
が
可
能
と
結
論
づ
け
、

五
月
一
三
日
、「
百
貨
店
の
節
電
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
と
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
策
定
し

た
。
今
後
は
、
各
社
が
具
体
的
な
実
行
計
画

を
作
成
し
、
業
界
全
体
と
し
て
一
五
％
以
上

の
削
減
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
業
界
を

あ
げ
て
支
援
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

会
員
企
業
で
も
あ
る
三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
二
月
と
八
月
に
定
休
日
を

増
や
す
方
針
を
表
明
し
た
。い
わ
ゆ
る「
ニ
ッ

パ
チ
」
は
売
上
高
が
伸
び
悩
む
時
期
で
あ
る

た
め
、
営
業
日
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
経
営

上
も
効
率
的
。
協
会
で
も
、
こ
う
し
た
動
き

を
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保

に
つ
な
が
る
」
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

　

日
本
民
営
鉄
道
協
会
で
は
、
乗
客
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
影
響
が
な
い
形
で
の
節
電
協
力
を

検
討
中
だ
。

　

鉄
道
事
業
者
で
は
、
一
日
の
う
ち
に
電
力

使
用
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
は
朝
の
八
時

台
と
夕
方
の
一
八
時
台
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら

の
時
間
帯
に
運
行
本
数
を
絞
り
込
む
と
、
乗

客
を
運
び
き
れ
な
い
事
態
を
招
く
可
能
性
も

あ
る
。
東
京
電
力
全
体
の
最
大
ピ
ー
ク
は

一
五
時
台
な
の
で
、
そ
の
時
間
帯
は
で
き
る

だ
け
運
行
本
数
を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
た
だ
、
一
部
の
地
方
路
線
で
は
た
だ

で
さ
え
運
行
本
数
が
少
な
い
の
に
、
さ
ら
な

る
削
減
を
行
う
と
利
用
者
に
不
便
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
。
運
行
本
数
の
多
い
都
市
型
路

線
と
地
方
路
線
で
は
、
節
電
の
方
法
を
使
い

分
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

運
行
上
の
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
日

中
の
本
数
削
減
に
加
え
、
照
明
や
空
調
と

い
っ
た
付
帯
電
力
の
節
約
も
進
め
る
。
車
内

空
調
は
通
常
は
二
六
度
だ
が
、「
弱
冷
房
車
」

と
同
じ
二
八
度
の
設
定
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。

（
調
査
・
解
析
部
　
荻
野
登
、
米
島
康
雄
、

荒
川
創
太
、
渡
辺
木
綿
子
、
西
村
純
）

都内のデパートで開かれたスーパークールビズのファッシ
ョンショー（日本百貨店協会後援）

612 July 2011
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